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講
座・催
し

読
み
聞
か
せ
講
座（
初
心
者
向
き
）

幼
稚
園
か
ら
小
学
生
に
対
す
る
読

み
聞
か
せ
に
つ
い
て
の
知
識
、選
書
、

読
み
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

３
月
１
日（
木
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

市
内
在
住・在
勤
の
読
み
聞
か
せ

講
座
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

く
、こ
れ
か
ら
読
み
聞
か
せ
の
活
動

を
予
定
し
て
い
る
方
、抽
選
で
20
人

※
子
ど
も
同
伴
不
可

筆
記
用
具

往
復
は
が
き
に
住
所・氏
名・電
話

番
号
を
書
き
、２
月
13
日（
月
）ま
で

（
消
印
有
効
）に
中
央
図
書
館
内
こ

ど
も
と
し
ょ
か
ん
児
童・青
少
年
サ
ー

ビ
ス
担
当（
〒
２
７
２・ 

０
０
１
５
鬼

高
1
の
1
の
4
）

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

土
偶・土
面
作
り

縄
文
時
代
の
土
偶
作
り
が
体
験
で

き
ま
す
。

第
1
回（
成
形
）／
2
月
19
日

（
日
）・第
2
回（
磨
き
）／
26
日（
日
）・

第
3
回（
焼
成
）／
3
月
25
日（
日
）、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
昼
食
は
出
ま
せ
ん

考
古
博
物
館
ほ
か

抽
選
で
10
人

８
０
０
円

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

往
復
は
が
き
に「
土
偶
・
土
面
作

り
」・住
所・氏
名・電
話
番
号・返
信

用
の
あ
て
先
を
書
き
、2
月
10
日

（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に
考
古
博

物
館（
〒
２
７
２・０
８
３
７
堀
之
内

2
の
26
の
1
）

☎
３
７
３・２
２
０
２
同
館
・
友
の

会親
子
Ｄ
Ｅ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座　
　

ひ
な
祭
り
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
と

桃
の
節
句
の
お
す
し
。

２
月
19
日（
日
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
父
親

と
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
、先

着
８
組
16
人（
初
め
て
の
父
子
優

先
）１

組
２
，０
０
０
円（
材
料
費
）

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
２
枚
、

ケ
ー
キ
持
ち
帰
り
用
の
袋

２
月
14
日（
火
）ま
で
に
☎
３
２
２ 

・６
７
０
０
同
セ
ン
タ
ー

女
性
の
た
め
の
護
身
術
講
座

３
月
１
日
～
22
日
の
毎
週
木
曜

日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

（
全
４
回
の
連
続
講
座
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
10
歳

以
上
の
女
性
、先
着
20
人
※
高
齢

者
、体
の
不
自
由
な
方（
車
椅
子
、松

葉
杖
な
ど
）で
も
参
加
可
。６
カ
月

以
上
未
就
学
児
の
託
児
あ
り（
要
予

約
、定
員
10
人
）

飲
み
物
、タ
オ
ル
、体
を
楽
に
動
か

せ
る
服
装（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、室
内

用
運
動
靴（
靴
下
、ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は

不
可
）

２
月
23
日（
木
）ま
で
に
☎
３
２
２ 

・６
７
０
０
同
セ
ン
タ
ー

女
性
の
た
め
の

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
体
験
講
座

自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

３
月
６
日（
火
）・13
日（
火
）・21
日

（
水
）、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

（
全
３
回
連
続
講
座
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
女
性
、

先
着
30
人
※
６
カ
月
以
上
未
就
学

児
の
託
児
あ
り（
要
予
約
、定
員
10

人
）２

月
29
日（
水
）ま
で
に
☎
３
２
２ 

・６
７
０
０
同
セ
ン
タ
ー

家
庭
と
学
校
を
結
ぶ

楽
し
い
読
書
講
座
４

講
市
川
民
話
の
会「
市
川
の
民
話
」

２
月
18
日（
土
）午
後
２
時
～
３

時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

☎
３
０
４・０
３
８
１
市
川
子
ど
も

の
本
の
会（
大
野
）　　

  

（
指
導
課
）

リ・シ
ン
グ
ル
パ
ー
テ
ィ
開
催

未
婚
の
方
や
、配
偶
者
と
の
死
別
や

離
婚
な
ど
で
再
び
独
り
に
な
っ
た
方

を
対
象
に
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

３
月
16
日（
金
）

東
京
タ
ワ
ー
、浅
草
な
ど

市
内
在
住
の
未
婚
で
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
、男
女
各
20
人

５
，０
０
０
円

☎
３
２
０・４
０
０
１
社
会
福

祉
協
議
会

リ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー

３
月
13
日（
火
）午
前
８
時
45
分

市
役
所
前
集
合（
出
発
は
午
前
９

時
）日

鐵
物
流
君
津
株
式
会
社
環

境・リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、ハ
イ
パ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
ズ市

内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方
、

抽
選
で
30
人（
過
去
に
施
設
見
学
会

に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
を
優

先
）往

復
は
が
き（
１
人
１
枚
）に
、住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号・返
信
用
の
あ
て
先
を
書
き
、２

月
20
日（
月
）必
着
で
、循
環
型
社
会

推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
係

（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
2
の

18
の
9
）

☎
３
２
０・３
９
７
１
同
課

わ
た
し
た
ち
の
服
を

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
届
け
よ
う

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
を
、

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ（
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
）を
通
じ
て
、世
界
中
の

難
民・避
難
民
の
方
々
に
届
け
ま
す
。

※
お
持
ち
い
た
だ
く
前
に
、ご
家
庭

で
の
お
洗
濯
に
ご
協
力
お
願
し
ま

す
。し
み
が
つ
い
て
い
た
り
、破
れ
て
い

た
り
す
る
も
の
は
、工
業
用
繊
維
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

２
月
18
日（
土
）・19（
日
）午
前
11

時
～
午
後
５
時

ニッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ　

☎
３
７
８・３
５
５
１
同
プ
ラ
ザ

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

ア
ク
テ
ィ
ブ 

レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ン

ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
／
２
月
22
日（
水
）、

ヨ
ガ
＆
リ
ズ
ム
体
操
／
３
月
７
日

（
水
）、ヨ
ガ
＆
簡
単
ゆ
が
み
チ
ェッ
ク

と
修
正
／
20
日（
祝
）、い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
受
け
付
け
は

30
分
前
）

少
年
自
然
の
家

成
人
女
性
、各
回
先
着
40
人

運
動
着
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、バ
ス
タ
オ
ル
、各
自
飲
み

物
２
月
12
日（
日
）ま
で
に
☎
３
３
７ 

・０
５
３
３
同
施
設

下
総
国
分
寺
跡
現
地
説
明
会

再
調
査
中
の
現
場
を
公
開
し
、成
果

を
説
明
し
ま
す
。

２
月
11
日（
祝
）午
後
１
時
～
４

時
※
説
明
は
30
分
、3
回
程
度

国
分
5
の
6
の
1（
※
車
で
の
来

場
不
可
）

歩
き
や
す
い
服
装
、靴

☎
３
７
３・２
２
０
２
考
古
博
物
館

大
宮
越
遺
跡
の
現
地
説
明
会

現
在
、校
庭
内
の
発
掘
調
査
を
行
っ

て
お
り
、古
墳
時
代
～
奈
良
・
平
安

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
や
掘
立
柱
建

物
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
11
日（
祝
）午
前
10
時
～
午

後
0
時
30
分（
※
雨
天
中
止
）

第
四
中
学
校

☎
３
３
４・１
６
５
８
生
涯
学
習
振

興
課

い
ち
か
わ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
主
催

は
じ
め
よ
う
Ｐ
Ｃ（
講
座
）

（
市
川
市
協
働
事
業
提
案
制
度
）

パ
ソ
コ
ン
操
作・立
ち
上
げ・マ
ウ
ス
操

作・文
字
入
力（
文
書
作
成
）や
文
字

入
力（
確
認
）・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
期

操
作
を
学
び
ま
す
。

１
班
／
２
月
14
日（
火
）・
16
日

（
木
）午
前
９
時
30
分
～
正
午
、２
班

／
２
月
28
日（
火
）・３
月
１
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
、３
班

／
３
月
13
日（
火
）・15
日（
木
）午
前

９
時
30
分
～
正
午

い
ち
か
わ
情
報
プ
ラ
ザ

各
班
４
人

２
，０
５
０
円（
教
材
費
込
み
）

☎
３
２
６・１
２
８
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

市
川
市
薬
剤
師
会
健
康
フ
ェ
ア

か
ら
だ
年
齢
の
検
査
や
口
の
健
康

チ
ェッ
ク
、薬
相
談
を
行
い
ま
す
。

２
月
19
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
３
時

市
川
市
薬
剤
師
会（
南
八
幡
３
の

１
の
１
）

２
月
17
日（
金
）ま
で
に
☎
７
０
０ 

・３
７
０
０
同
会　

  

（
保
健
医
療
課
）

東
京
ベ
イ・浦
安
市
川
医
療
セ
ン
タ
ー

開
院
記
念
特
別
講
演

日
野
原
重
明
氏（
聖
路
加
国
際
病

院
理
事
長
）に
よ
る
特
別
講
演

2
月
26
日（
日
）午
後
1
時
30
分

（
開
場
は
午
後
0
時
30
分
）

浦
安
市
文
化
会
館

先
着
１
１
０
０
人

☎
０
４
７・３
５
１・３
１
０
１
同
医

療
セ
ン
タ
ー
総
務
課（
保
健
医
療
課
）

施設名称 具体的な諮問内容 答申（要約） 対応方針（要約）

文化施設

水木邸

資産の保全、文化振興、
運営コストの３者のバラン
スが取れた運営手法に
ついてご意見を伺う。

①民間事業者の活用による魅力的なイベントの開催 ●民間イベント事業者を活用し
て、より集客力のある魅力的なイベントを、現在よりも回数を増やして開催すべきであ
る。

●創作活動の様子や生活面に関する資料等を充実させるとともに、「文学散歩」の拠
点として一層活用します。 ●昔遊び等の体験型イベントを更に企画します。 ●市内の
文芸系団体による催しの場としての活用等を検討します。

②水木氏関連以外の企画展示の実施 ●水木氏を知らない人にも来てもらうため、水
木氏以外の女性脚本家等の企画展示を開催すべきである。 ●（仮称）文学館整備
後は文学館と連携し、相乗効果を図るべきである。

●他の女性作家等、対象範囲を広げた企画を実施します。 ●文学プラザにおける水
木氏が脚本を手がけた映画の監督に関する企画展に連動した展示を行います。 ●グ
リーンスタジオでの水木氏脚本の映画上映会の際に水木邸のアピールを行います。 
●「回遊展in八幡」開催期間中に市民会館で映画上映を行います。

③歳入増と歳出抑制のための様 な々手法の導入●パンフレットへの広告掲載等によ
る歳入確保や、樹木せん定のボランティア化による歳出抑制を検討すべきである。 ●管理運営経費について、現状のコスト構造を精査してまいります。

文化施設

中山文化村
（清華園） コストパフォーマンスの向

上と、中山地区の文化・
観光施設としての効果的
な活用策について、運営
手法等の観点からご意見
を伺う。

①休憩所としての機能の充実 ●現行の案内所機能に加え、休憩所としての使い勝
手や雰囲気の向上により休憩所機能を充実させるべきである。

●中山地区の文化･観光振興の観点から、建物や庭園を地元の関係団体に無償貸
与して案内所･休憩所として活用することを検討します。 ●お茶や和菓子の有償提供
の取り組みについて検討し、地元の関係団体に提案します。 ●案内所・休憩所として
人々に認知してもらえるよう、入口に分かりやすく看板を設置します。 ●イベント等を工
夫してまいります。

②地元団体への無償貸与による運営 ●商店会等地元団体に施設を無償貸与し、
休憩に訪れた来客者に和菓子やお茶を有償で提供できるようにすべきである。

【附帯意見】●地元団体に無償貸与し、街の魅力を高めるために自由な活動をさせら
れないのであれば、施設は処分すべきである。

文化施設

中山文化村
（旧片桐邸）

①建物の解体 ●ばく大な費用をかけて修復するインセンティブがない。倒崩壊リスク
除去のためにも解体をすべきである。 ●東日本大震災後の建物の調査によって、耐震工事を施すと補強箇所が多く昭和

初期の建物の希少性がなくなるという結果も出たことから、建物は解体し、跡地は売却
する方向で検討します。②公園化･庭園化等の跡地利用の検討 ●建物に据え付けられているステンドグラス

等をモニュメントとして設置した公園・庭園化を検討すべきである。
【附帯意見】●寄贈を受けた施設だからといってそのままにするべきではなく、利活用や
処分も含め自由な発想で検討し、実行すべきだ。

文化施設

郭沫若
記念館

回遊性の高い街に所在
するという特性を活かし、
費用を抑制しながら年間
を通じた入場者数の増加
を図る具体的な方策につ
いてご意見を伺う。

①郭沫若記念館を訪れやすくする工夫 ●鉄道会社とのタイアップによる散策コース
の設定、日中友好に貢献した人物の企画展、近隣の芳澤ガーデンギャラリーや須和
田公園との連携した取り組み、人 を々各施設に誘導する街中の公共サインの設置を
行うべきである。 ●中国人留学生によるボランティアガイドの導入、パンフレットの多
言語表記化等を実施すべきである。 ●誰にでも理解しやすく親しみやすい施設名称
に改めることを検討すべきである。

●市川･真間地区のウォーキングコースをＰＲするため、鉄道会社等民間事業者に連
携を呼びかけます。 ●｢ガーデニング･シティいちかわ｣の取り組みの一環として、芳澤
ガーデンギャラリーや須和田公園とともにバラを植える等の取り組みを行います。 ●周
辺に地図を含む公共サインを充実させます。 ●中国語等によるボランティアガイドやパ
ンフレット作成を、大学等の協力を得て実施します。 ●日中国交正常化40周年及び
郭沫若氏生誕120周年を記念したイベントを実施します。

②日中関係団体等との協力 ●イベント開催、パンフレット作成、展示充実、郭氏の調
査研究に際し、日中関係団体等の協力を求めるべきである。

●日中友好に関する団体等の協力を得て、郭沫若氏や楽山市の関連資料を充実さ
せるとともに企画展示を開催します。

博物館

考古博物館
歴史博物館

市民の共通歴史財産の
保存とその有効活用のた
めの方策について、幅広
い視野と多角的な観点か
らのご意見を伺う。

①子どもたちへのより具体的･積極的な教育普及 ●市内全校からの両博物館への
見学や、学校への出張講座等の具体的・積極的な実施を行うべきである。

●市内全小学校からの児童の見学の実施に向けて取り組みます。 ●子どもたちを対
象とした行事・イベントの拡充や博物館のハイキングコースへの組み込みを行います。 
●図書館等における出土品等を展示する出張博物館を実施します。

②学芸員による館内外での普及活動の強化 ●館内での定時開催によるガイドツ
アーや、生涯学習講座への出講、人通りの多い場所での出張展示を実施すべきであ
る。

●館外における講座等に学芸員が出向く機会を増やしてまいります。 ●館内におけ
る展示のガイドツアー等、学芸員と来館者との距離を縮める試みを行います。 ●特定
の参加者に偏ることなく、特に青年･壮年層の参加を促して博物館利用者の裾野を
広げるよう、事業全体を見直してまいります。

③長期的展望 ●将来の施設更新を見据えた、両館の統合や展示場所等にかかる
検討を早期に開始すべきである。

●考古・歴史の両博物館の統合、建替、移転を含めた将来的な博物館のあり方を検
討していきます。

【附帯意見】●学芸員を対象とした行政実務に関する研修等により、市川市立博物
館の学芸員としての職をより高めていただきたい。 ●展示･イベントは学芸員でなく民
間のボランティアやサポーターに協力していただくことはできないか。 ●国指定の貝塚
や古代の遺跡が多い市川市に博物館は是非必要。考古と歴史両館を統合させ、周
辺環境の変化に対応した文教都市市川に相応しい博物館が出来ることを願ってい
る。

博物館

自然博物館

より効果的に運営してい
くための、目指すべき方向
性とその具体的手法に
ついてご意見を伺う。

①動植物園との入館料のねじれ解消 ●有料施設の動植物園内に無料施設の自然
博物館があるという管理運営上好ましくない状況を改善すべきである。

●動植物園の入場窓口において自然博物館だけの入館者を区別する方法について
実施します。

②動植物園との統合、管理一元化 ●管理一元化による運営効率化や市民向け事
業等における相乗効果の増大を図るべきである。また博物館法に基づく登録博物館
から博物館類似施設への移行等も検討すべきである。

●事業の更なる充実を図るとともに、運営効率化を図るため動植物園との管理事務
一本化を検討します。●博物館類似施設等への移行についても検討してまいります。

【附帯意見】●自然博物館のパンフレットに広告を載せるなど企業とのタイアップによ
る一般財源の持出額削減ができるのではないか。

施設名称 具体的な諮問内容 答申（要約） 対応方針（要約）

公園施設

大柏川第一
調節池緑地
ビジター
センター

ビジターセンターの建物
だけでなく、周辺の（北
部）広場や駐車場のエリ
アについても、その広さ
や周辺環境、幹線道路
に面しているといった立
地条件など、同緑地が
持つ特性を有効に活用
し活性化を図るための目
指すべき方向性とその
具体的手法について広
くご意見を伺う。

①施設の目的の明確化 ●自然に親しむことを目的とした、水辺での軽音楽、弾き語
り、詩吟などの利用も可能とする方向で検討すべきである。そうした上で、現状より幅広
い様 な々イベントの開催など、ビジターセンター及び周辺の広場、駐車場エリアを含め
た有効活用策を検討すべきである。

●自然環境創造型施設として整備された経緯を踏まえ、類似施設の事例なども参考
に、有効活用が図れるよう方向性を定めてまいります。 ●その上で、ビジターセンター
及び周辺の広場、駐車場エリアでのイベント開催も含めた有効活用策については、県
など関係機関と協議しながら実施してまいります。

②施設の魅力の向上と利用者の満足度の向上 ●緑地の周囲を一周できる周回路
の整備などを行うべきである。 ●学校や一般利用者・近隣住民にアンケートを取って
ニーズ・課題の把握及び改善を図るべきである。

●棚池周辺を散策できる既存の散策路があるので、より散策が楽しめるものとなるよう
緑地内の案内表示等の工夫を行うなど、段階を踏んで進めてまいります。 ●近隣住民
や施設利用者等を対象にアンケートを実施して、順次、利用者の意向を反映しながら
改善及び満足度の向上を図ってまいります。 ●自然博物館等との連携による自然関
係講座の開催や、展示物・見学プログラム等の拡充など自然環境学習の場としての更
なる有効活用策が考えられるので、関係機関と協議を進め実施してまいります。

③施設の認知度の向上 ●案内板等の表示方法の改善、市公式Ｗｅｂサイトの拡充
やわかりやすい名称への変更を検討すべきである。

●施設への誘導案内板等の表示方法を、利用者にとってよりわかりやすく、利用しや
すいように改善します。 ●市公式Ｗｅｂサイトに、四季折々の情報やイベント案内等の
新着情報などを加え、市民の興味を誘い来場へとつながるよう整備してまいります。 ●
名称の変更、愛称の設定の可否を検討の上決定します。 ●関係機関等とも連携を
図り、また利用者等の意向を参考にしながら認知度の向上を図ってまいります。

貸館施設

地域
ふれあい館

さらなる稼働率の向上策
と地域コミュニティの活
性化を図るために地域
ふれあい館として果たす
べき役割についてご意
見を伺う。

①施設の強みを活かした活用 ●利用者、スタッフを活用して主催講座の実施や、駄
菓子屋や子ども会主催の行事など地域コミュニティ形成に役立つ施策の実施を検討
すべきである。

●各ふれあい館の特性や強みを活かしたイベントを実施できるよう、利用団体、ふれあ
い館配置職員等と協議の場を設け、サークル活動の発表会や展示会などのイベント
を実施してまいります。

②利用者の幅を広げるための工夫 ●一部の館で行っている、壁を提供してサークル
交流コーナーを作ることを、他の館でも検討すべきである。 ●各館の成功事例を他の
館に取り入れることができるような仕組みづくりを検討すべきである。

●各ふれあい館配置職員の代表が集まり、協議をする場を設けてまいります。この様
な協議の場で、各館の事例を共有し、関係職員の活性の場となるようにしてまいりま
す。●サークル交流コーナーを各館に設置いたします。

③長期的な方向性の検討 ●老朽化による維持管理コストの高騰を招く前に、地域
ふれあい館の目的、効率性等を踏まえて、今後の方向性を検討すべきである。

●長期的な方針として、類似目的の集会施設の設置状況、活用状況等を踏まえた施
設の適正配置を検討してまいります。

貸館施設

アイ･リンク
センター

（I-linkルーム
/ホール）

駅前という立地条件を
生かした更なる有効活
用策について具体的な
ご提案を伺う。

①ＰＲの強化 ●駅に近い事や多目的トイレや授乳室、調乳ポット等が用意され障害
者や乳幼児連れでも気軽に来所できるという強みを市民に知ってもらう方策を検討す
べきである。

●チラシの裏面や既設の大型看板等に施設面の強みや利用例などの案内を加え、Ｐ
Ｒ範囲の拡大を図ってまいります。

②市民の利便性の向上と効率性の強化 ●現在の午前、午後、夜間の３コマの貸出
区分を見直し、利用可能コマ数を拡大して市民が利用するチャンスを増やすこと等も
検討すべきである。●現在、受付窓口は行政サービスセンターとは別となっているが、
開館時間が重なっていることが多いので、窓口の一本化を検討すべきである。

●市民が利用するチャンスを増やすことについては、利用者アンケートを行い、その結
果に基づき具体的な検討を進めてまいります。 ●アイ・リンクセンターの受付を市川駅
行政サービスセンターで行うことの可能性について検討を進めてまいります。

貸館施設

八幡
市民談話室

本施設を駅前施設に相
応しいインパクトある機
能を有した施設とするた
めの具体的な手法につ
いてご意見を伺う。

①効果的な周知方法の導入 ●文化・観光情報案内所という機能と市民談話室とい
う名称が一致していないため、市民談話室の名称を実態に沿った名称に変更すること
を検討すべきである。 ●多くの人の目に留まるように、外観部分(外壁)をもっと活用す
ることを検討すべきである。

●市民にわかりやすい愛称の導入を検討してまいります。 ●外壁部分については、現
在、文化情報のＰＲに活用していますが、更に通りがかった市民がわかりやすいように、
入口部分にサインを設置します。

②貸館スペースの拡充 ●6階事務室を移設し集会室とすることが可能か検討すべき
である。

●6階を集会室とするためには、相当の費用がかかることから、今後の利用率の推移
を見ながら検討してまいります。

③長期的展望 ●例えば、地産地消のレストランの設置や、玄関スペースで梨など地
場産業に結びつくものを販売することが可能か否かを含め、今後のあり方について議
論すべきである。

●1階部分に観光案内機能や総合案内情報を提供する機能を備えた施設として整
備していきたいと考えています。 ●市川市の名産品の試食販売などについて、歩行
者の安全確保や近隣商店の意向も調べながら検討してまいります。

貸館施設

南行徳
市民談話室

駅に大変近い場所に位
置していることから、この
立地条件をより生かし、
設置目的に合った更な
る有効活用策、利用率
の向上策についてご意
見を伺う。

①施設の魅力のＰＲ ●防音機能があるなど充実した機能をインターネット等を活用し
て、市民に知らせるべきである。 ●転入者や外国人が多いことから、施設の利用方法
や登録方法が分かるようなパンフレット（外国語対応も）を作成し、周知すべきである。

●施設の強みや利用方法をわかりやすく説明したパンフレットを作成し、公民館や保健
センター、自治会などに配布等を行い、市民により一層知っていただくためのＰＲの強化
を図ってまいります。 ●市公式Ｗｅｂサイトでも、案内を充実させてまいります。

② 施設の積極的な活用 ●インターネットを活用し、既存サークルの活動内容の紹介
を行うことを検討すべきである。 ●外国人との交流の場をつくることを検討すべきであ
る。 ●併設の保健センターを利用する親子連れをターゲットに、親子・子育てサークル
をつくることを検討すべきである。

●利用者サークル名と活動内容を、市公式Ｗｅｂサイトに掲載してまいります。 ●利用
者へのアンケート調査を行い、市民ニーズを把握した上で、談話室の積極的な活用方
法について、具体的な方向性・手法を検討してまいります。

貸館施設

貸館に対する
共通意見

①各施設の特長、目的、対象者を明確にし、各施設の強みのアピール等積極的な利
活用の働きかけを行うことを検討すべきである。

●各施設の特長（設備状況、推奨用途など）を一覧化し、市公式Ｗｅｂサイト上、市民
便利帳、広報などに掲載することにより施設ごとの強みをアピールしてまいります。

②設置目的に応じた運営の工夫と、貸館同士の横の連携を図り成功例を取り入れる
ことを検討すべきである。

●各施設の所管課が情報交換を行うための会議を定期的に実施し、横の連携を深め
てまいります。また、共通のアンケートや利用状況調査を実施し、適宜運営の見直しを
行ってまいります。

③災害時に果たす役割を明確にした上で、非常事態に対応するための｢防災･減災マ
ニュアル｣を整備すべきである。

●各施設が災害時に果たすべき役割については、地域防災計画の見直しの中で検
討してまいります。

④市公式Ｗｅｂサイトでの情報提供や空き部屋検索における問題の改善 ●施設ごと
の情報量の差が大きく、必要な情報が得られない施設がある、施設予約システムは空
き部屋の検索がしにくい、といった問題を改善すべきである。

●市公式Ｗｅｂサイトにおいては、利用者側の視点から必要な情報を網羅した各施設
共通の雛形を作成し、使用することにより情報を充実させ、施設ごとの情報量の差異を
解消してまいります。●集会室、会議室のある施設の一覧を市公式Ｗｅｂサイトに掲載す
ることにより、利用者が希望する施設をスムーズに検索できるようにします。また、現行の
施設予約システムの将来の更改に向けてより使いやすい仕様を検討してまいります。

【附帯意見】●安価な使用料設定により民業を圧迫することがないように配慮すべき
である。また、企業への貸し出しについても再考すべきである。

00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

　市政戦略会議が市の施設の有効活用策について公開で議論する「施設の
有効活用にかかる公開検討会」が昨年11月19日に開催され、その結果が12月
21日に市長に答申されましたのでお知らせします。市では答申を踏まえて各施設

の今後のあり方について対応方針をまとめ、この方針に基づいて各施設の活
用策などに取り組んでいきます。なお紙面の都合上、要約で掲載しますが、全文
は市公式Ｗｅｂサイトに掲載しております。　　 ☎334-1105行政改革推進課


